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6月の人口の動き

出生男55女29計62
死亡・ylシ1シ29
転入川154・136／／249
転出川82川77り59

　

世帯数9．376

　

人口45．121
男21．660女23．461
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定例市議会

　

第64回定例市議会は6月18日から開

かれ、一般会計の追加更正予算案をは

じめ大野市都市公園条例の制定など13

議案について、4日間慎重な審議が

続けられ、いずれも原案どおり可決さ

れました。おもなものは次のとおりで

す。

　

一般会計追加額4千863万1千円

　

おもなものは、土木災害復旧費462万

6千円、都市計画費200万円、橋梁費140

万円、尚徳中学校の寄宿舎建設費1＝＝F81

万5千円、市営住宅建設費1－T262万2千

円（木造平屋建20世帯分）、耕地災害復

旧費492万8千円、林道災害復旧費150万

円。

　

特別会計追加額1千37万1干618円

　

簡易水道事業301万5千円（西富田水

道の工事増加分）駅東区画整理事業

735万1＝F336円（37年度への繰り上げ

充当金）母子家庭生徒就学奨励事業5

千282円。

　

財産処分

△亀山の元市役所庁舎木造2階建延

　

べ759m2、元富田中学校平屋建延べ

　

54787n2を一般競争入札によって売

　

却する。

△元乾側出張所木造2階建延べ297

　

m2を有償で乾側農協へ売却する。

　

専決処分の報告

△庁舎建設費に充てるため、5千500

　

万円を福井銀行から利率年8分以内、

　

5年以内の年賦償還で借り入れまし

　

た。（1千万円は半年賦償還）

△土木農林災害復旧事業費として1

　

千310万円を大蔵省から年6分5厘以

　

内、10ヵ年の年賦償還で借り入れま

　

した。

△尚徳中学校整備事業費として300

　

万円を富田農協から年8分以内、5年

　

すえ置きの10ヵ年年賦償還で借り入

　

れました。

△日本脳炎の予防注射手数料を1件

　

150円以内に改めた。

　

電気ガス税2％引き下げ

　

地方税法の一部改正によってタバコ

消費税の税率を100分の11から13．4に、

電気ガス税を100分の10から8にそれぞ

れ改正されました。

中小企業者に

2千万円を融資

　

市はことしも中小企業者の運転資金

として2千万円を各金融機関に預託し

低利率で6月から貸し付けを行ってい

ます。融資の方法は次のとおりです。

なお金融機関の信用力が薄弱で借り入

れの困難な方の救済制度として、県の

信用保証協会が保証することによって

自由に融資を受けることができ、保証

料は市が補給します。

△預託銀行別貸付金総額

　

福井銀行800万円、大野信用金庫1＝F

　

700万円、北陸銀行400万円、関西相

　

互、昭和産業相互、福井相互銀行各

　

200万円、県商工中央金庫250万円

△申し込み先

　

預託した各銀行へ直接申し込んでく

　

ださい。

△貸し付けの条件

　

2名の保証人が必要です

　

限度額20万円

　

期間3ヵ月

　

利率日歩2銭6厘以内

△信用保証協会保証による貸し付け

　

商工会議所互助会扱いと特別保証に

　

ついて保証料2厘5毛を市が補給しま

　

す。

△申し込み先

　

預託の各金融機関へ申し込んでくだ

　

さい

△貸し付けの条件

　

2名の保証人が必要です。

　

限度額50万円

　

期間1年以内

　

利率日歩2銭5厘以内

おヽおのまつり

フ月27～28日

27日

午後1時自転車競技（各公民館め

　　　　　

ぐり）

　　　　　

カーパレード

7時半～10時半民謡踊り大会

　　　　　

六間通り

28日

正午仮装民謡パレード

　　　　　

市役所前～市中行進

　

夜花火大会（赤根川）

　

公園の使用には許可がいる

違反者は2千円の過料

　

大野市公園条例が新しく制定されま

した。おもなことは

△公園で行商、興業など公共の目的

　

以外に使用する場合は市長の許可を

　

受けなければならない。

△公園を興業などに使用する場合は使

　

用料を収めなければならない。

△公園を損傷、汚損したり、その他維

　

持管理に支障となる行為をしてはな

　

らない。

△この条例に違反した者には2千円の

過料が課せられる。

公民館設置条例の改正

　

これで公民館の名称、職員の配置、

運営審議会、公民館の行なうおもな事

業や施設の使用許可など、公民館の運

営管理に必要な基準を整備統合されま

した。（これまでの使用条例は廃止）

人権擁護委員に石田氏

　

4月50日で任期満了となつだ石田伊

太郎氏（80歳）の再選に同意されました
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農薬空中散布20～24日

阪谷●五箇を除く全地域

　

ことしも空中農薬散布は、五簡と阪

谷を除く約2．700／iaの水稲に7月20日

から5日間次の日程で行なわれます。

　

但し日程については変更のある場合

があります。

　

対象病害虫穂首イモチ

　

散布農薬水銀粉剤フミロン50％

　

”面積2．700／w

　　　　　　　

（大野、下庄、上庄、

　　　　　　　

小山、乾側、富田）

実施日程

怯地名 実施期日 農薬量 飛行回数

富嗚 7月20日 129袋 21

森日 7月20日 129 21

千束 7月21日 108 18

上野 7月21日 81 14

田野 7月21日 121 20
七「1

7月21日 135 23

医王寺 7月22ロ 132 22

東山 7f］22日 152 26

五条方 7月20日 162 27

西山 7月20日 168 28

木本 7月24日 144 24

上掴 7月23日 144 24

中掴 7月23日 90 15

千歳 7月20日 84 14

上西 7月21日 189 52

飯降 7月22日 144 24

明冶 7月20日 101 17

中野 7月22日 84 14

中佩 7月22口 173 29

嘆沈 7月23日 132 22

中津川 7月23日 120 20

太田 7月24日 101 17

庄林 7月24日 152 22

牛ヶ原 7月23日 155 26

犬山 7月24日 120 20

献納アワの種まき式

篠座の西川さん

　

勤労感謝の日に皇室へ献納するアワ

の種まき式が、6月11日午前10時から

篠座地係（日の出善隣館前）の西川小

衛門さん（45歳）所有の畑で行われまし

た。この日森広市長をはじめ関係者約

30名が列席し、神事で収穫の無事を祈

りました。

　

西川家は先祖代々一年もかかさずア

ワを作っている農家で、この日青竹の

垣でかこまれた2アールの採取畑へ、

母親のきりさんが神主さんから渡され

た種を、小衛門さんは木灰をまき、妻

のちえ子さんが土をかけて神事を終り

ました。

　

献納するアワは、毎年県下で1ヵ所

を選定して栽培されるもので、ことし

は篠座中の四川小衛門さん一家が選ば

れ、大野市では戦後初めてのことです

農地などの被買

収者の実態調査

　

総理府は今度農地等被買収者の実態

調査を、県市町村に委任して次の要領

で実施することになりました。このた

め市は調査の窓口を農務課農地係にお

いて、この訓査を推進することになっ

ています。

①この調査は旧自作農創設特別昌冒法

　

および譲渡令により貿収または譲渡

　

したG地、牧野、未墾地、施設等に

　

ついて買収された世帯印位で申告し

　

て罰くことになっています。従って

　

農地法による買収または財産税の物

　

駒は吋象になりません。

②申告期間7月1日から7日31日まで

ソ3の申告川紙と記入要領は市の窓口でお

　

渡しします。

4，この申告は買収された上地のある市

　

町忖、住所のある市町付何れでもで

　

きますから重複巾告にならないよう

　

呻

　

てください。

5申にのとき買収≒リ：1の公文μがあ

　

る場合は窓口へ提小してください。

（6貿収された上地が他府県池i↑鋼丿付に

　

またがるときは、その市町村で照合

　

を必要としますので、早目に申告し

　

てくださいc

アダこの調査は次の事項について申告す

　

ることになっていますので予め資料

　

を拵えておいてください

イ申附者の両名、住所（現存の人）

ロ最籾に買収されたときの世帯上の氏

　

名（買収当時の所有者）

ハ買収された上地の所在

二買収された｜徒帯はの氏名、続柄、現

　

見所（死亡の場合は死亡年月日）買

　

収された上地の世帯目別内訳、この

　

世帯ほで国から売渡または売払をう

　

けた面積、買収と売渡の差引き、世

　

帯貝差引面硫の合計

ホ買収された農這等の防筆明細

へ買収された未知地の各筆明細

ト国から売渡または売払を受けた各筆

　

明細

チ買収された人が買収後死亡している

　

場合の相続人

り買収された当時の世帯の所有地（田

　

畑、山林、原野。宅地、その他）

ヌ買収された当時の事情（特に必要な

　

方のみ）なおこれについての詳しい

　

ことは窓口でお・jねください。

繁栄をもたらす共同意識
商店街診断報告書まとまる

　

市は昭和56年7月に、市内の商業環

境と商店街の診断を日本商店能率研究

所へ委託し長期間にわたって商業関係

の綿密な調査が行なわれましたが。こ

のほどその結果が報告されました。

　

この調査は商店街がなりたっている

状態をあらゆる角度から調べ、今後の

進むべき方向や問l点を明らかにして

商店の改善対策の資料と町づくりの推

進に役立てるために行なわれたもので

す。おもな問題点は次のとおりです。

①消費者人口の増加と固定化

　

当市の商圏人口は10万人といわれて

いますが、この人口のうち市内の消費

人口（絶対的基盤）とみられるものは

40％で、半数以上が市以外の消費人口

　

（外域商圏）といえる。

　

大切な基盤消費者も交通機関の発達

によって、市外への流失が激しくなっ

ています。これら流動する消費者人口

の防止対策と周辺外域にいたる積極的

な施策と、固定化した消費人口の増加

対策が必要である。

②他産業との関連性

　

当市における他産業の所得率は。農

林業では就労率が全体の48．7％、生産

率が29．5＾と低所得であるのに対して

商業は就労率27．9＾、生産率47．2＄＾と

逆比的状態であります。これは商業が

市外の購買力に依存しているため不安

定であるので、農林、工業などの開発

促進によつて、生産所得の向上をはか

り、絶対的基盤の購買力の増加を大い

に考えなければならない。

③合理的な商店街建設

　

現在は市街地全域にわたり商店が散

在していますが。将来の都市計画に際

しては商店街としてまとめたほうがよ

い。また商店街の役員は単に名目的な

ものでなく部門別に活動する生きた組

織に改善する必要がある。

④共同事業の推進

　

個々の商店の独善的繁栄はすでに限

界に。きており、これを打開するには商

店街が町内会的な親睦団体から脱皮す

るとともに共同事業を積極的に推進し

それぞれの商店街に適合した施設の充

実を図るなど共同の力で顧客の獲得に

努める。

　

以上が診断のあらましですが、商店

街の方々はここに指摘された事項をよ

く検討され、合理性をとり入れた経営

の近代化を図り、繁栄に自らの努力を

惜しみなく傾注していかれるよう望ん

でやみません。

スボノハダニ

防除はクン煙剤で

　

森林の害虫の中で最も恐ろしいとい

われている杉の大敵スギノハダユが、

梅雨とともに激発することが予想され

関係者を悩ましています。最も被害を

うけ易いのは苗木や10年生以下の幼齢

木ですが。ときには20～30年生の壮齢

木も被害をうけることがあります。

　

防除方法としてはクン煙剤（BHC

とDDTを煙にして殺虫する薬剤）を

1加当り5～4筒（333y筒なら9～10筒）

使用し、朝早く被害のある山の下で発

煙させると、煙は風に乗り上の方へ流

れて森林全体を囲み、害虫類すべてに

「くすり」がかかり非常に平均した効果

があがります。

　

クン煙剤には殺ダユ専用のジ’エット

アカールなどがあり、費用は大体111a

当り3千240円位ですが、これらの薬

剤使用については7割5分の国庫袖助’

があるので、実際の費用は＼ha当り810

円位ですみます。

スギノハダニの生態

　

スギノハダユは卵で越冬し、4月ご

ろ卵がかえる。フ化した幼虫は口ぱし

を葉にさしこんで葉液を吸収して細か

いくもの巣のような巣をかけます。針

葉はだんだん生色を失い黄変しますが

激害をうけると葉は枯れて木の成長は

著るしくおくれます。

　

年間発生回数は10回内外ですが、一

般に梅雨期の前後に最も多く繁殖する

ため被害も極端に高まるようです。成

虫は杉の葉茎に産卵しますが、その経

過は極めて不規則で、晩春から秋にか

けて常に卵、幼虫、成虫が見られます

こういう恐ろしい害虫ですから、被害

を発見したときは早めに市林務課まで

川け出て、早期撲滅に協力されるよう

お願いします。

山行
き苗 32万本を目標

　

市は4月から阪谷、小山の両巾営苗

畑で、ことしの山行き杉苗の味替えと

苗のさし付け作業を急いでいましたが

6月上旬に終りました。ことしは作業

が平年より1ヵ月早かったのと、雨が

多かったのとで、さし木の発根率は80

％と上々です。

　

杉の山行き苗は両苗畑合わせて32万

2千本（内12万7千本はさし苗）で、県森

連から買った2年生の杉苗31万6千本

池田杉のさし木18万8千本がそれぞれ

植え替えやさし付けされたものです。

　

ことしは昨年苗の成長率が70らであ

ったのを80～90勿に高めるよう、技術

面の向上と、野兎、雪、害虫等に強い

さし苗の生産を重点に苗の嗇理育成が

行なわれており、10月末には昨年より

10万本多く出荷する予定です。
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申
立
書
を
捉
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
出
し
て
な
い

方
は
早
く
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
当
巾
に
住
所
を
も
っ
て
い
な
い
方
や

資
格
の
判
定
だ
け
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
心
あ
た
り

の
方
は
す
ぐ
μ
類
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
市
福
祉
事
務
所

で
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

奥
越
文
化
第
四
集
を
出
版

　

大
野
市
文
化
財
保
護
委
員
会
の
糾
さ
ん
に

よ
る
「
奥
越
文
化
」
の
第
四
集
が
こ
の
ほ
ど

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
に
現
存
す

る
文
化
財
や
古
文
書
の
原
文
を
集
録
し
て
、

そ
の
解
説
を
加
え
た
文
化
財
的
価
依
の
き
わ

め
て
高
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
市
文
化
財
保

護
委
員
会
で
は
引
続
い
て
第
五
集
（
蘭
学
編
）

の
糾
さ
λ
中
で
す
。

　

な
お
第
四
集
を
ご
希
望
の
方
は
市
教
育
委

は
会
社
会
教
育
課
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

貯
蓄
の
非
課
税
は

一
人
五
十
万
円
ま
で

　

こ
ん
ど
新
し
く
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
が

で
き
、
こ
れ
ま
で
の
貯
蓄
細
合
法
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
変
っ
た
こ
と
は
、

1
貯
蓄
額
が
一
人
五
〇
巧
円
ま
で
が
非
課
税

　

と
な
る
。
（
こ
れ
ま
で
は
、
金
融
機
関
ご

　

と
に
屁
○
万
円
で
あ
っ
た
）

ず
少
額
貯
蓄
非
課
税
の
手
続
き
は
各
自
が
税

　

務
署
へ
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

手
続
を
忘
れ
る
と
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

（
こ
れ
ま
で
は
、
自
動
的
に
金
融
機
関
が

　

行
っ
て
い
た
も
の
）

戦
没
者
未
亡
人
へ

特
別
給
付
金
申
請
受
付
け
は
八
月
一
日
か
ら

市
福
祉
事
務
所
で
一
斉
に
開
始
。
こ
れ
に
先

立
ち
名
溥
作
成
の
た
め
該
当
者
は
至
急
同
所

ま
で
報
宍
］
し
て
く
だ
さ
い
。
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。
は
な
ば
な
し
く
水
防
訓
練
”

出
水
期
に
備
え
る
水
防
本
部

　

市水防本部（消防署）は

これからの出水期に備え

て、水防活動に万全を尽

くすために、去る14日午

前8時半から真名川の堂

本地係で、消防団員100

名をはじめ、関係者約150

名が参加して、水防訓練

を行ないました。

　

この訓練は、真名川の

堤防がはんらんし、衛生

処理場が危険状態にひん

しているという推定のも

とに、消防団員が6班に

分れて、積土俵工、木流

し工むしろ張工、月の輪工、五徳工、

三又工など実用的な6つの水防工法に

ついて、土木出張所職員からその目的

や効果の説明を聞きながらきわめて真

剣に作業が進められました。

　　　　

（写真は水防訓練）

｜回駈函麟珊1眼

事務局機構きまる

　

事業計画概要については6月号でお

知らせしましたが、目下国民体育大会

招致総合計画を樹立中で、これに基づ

いて各部門別業務について年次別実施

計画を策定し、昭和43年の大会までに

招致体制を完了することになつていま

す。なおこの計画作成と事業遂行のた

めの事務局機構整備年次計画を次のよ

うに決定しました。

国民体育大会招致事務局機構整備

年次計画

（総務）企画、庶務、式典（38～45年）

（警備）防犯、警備（41～43年）

（宿泊）宿舎、食事（38～45年）

（交通）交通（z・）

（財務）予算、資金、出納（〃）

（施設）施設、会場（〃）

（演技）競技、公開演技、用具（zr）

（輸送）輸送、道路（〃）

（医事）医事、防疫（41～43年）

（観光接待）観光案内、接待（38ヽ43年）

（広報）報道（〃）

（市民運動）企画、指導（・z）

レントゲン撮影

学校生徒、事業職員を除く全員

7月22日　　

Z／

9．30～11…00

市宅前

上丁、西山与

12．30～15．00 乾側公民館前

15●00～15．30 乾側農協前

23日

〃

Z／

9．30～10．30 西市神社前

11．30～12．30 中野製材所前

13．30～15．30 下庄公民館前

24日

，●P

9．00～】0．30

前

中津川駐在所

10．30～11．30

商店前

南新在家寺島

13．00～16．00 曙製材所

25日

〃

涛P

9．00～10●00 中保分校前

10…30～11．30 中狭集会場前

13．00～15．30 菖蒲池道場前

26日 9．30～11．00 深井神社前

12．30～13．30 下黒谷、千藤

4「

久太郎前

14．00～15．30 阿難祖分校前

27日 9．30～11．30 小山公民館前

29日

41゛

9．30～11．00 吉神社前

12．30～13．30

倉庫前

医王寺、農協

14．00～16．00 友兼専福寺前

30日

／Z

〃

9．00～9．90 榎作業所前

10．00～12．00

前

中刻、板橋充

15．00～15．30 上庄公民館

51日

Z／

Z／

9．00～10．00

屋前

平沢ポンプ小

10．30～12．00

蔵前

西山、笹島弘

13．00～16．00 五条方分校

8月1日 9．30～11．30

定一前

田野、済谷川

13．00～16．00

前

中休、中村為

2日

〃

ノ／

9…00～10．00 森口小学校前

10．30～12．00

郎前

富島、石蔵－

13．00～15…30 富田小学校前

5日 9．30～11．30

扱所

富田たばこ取

100名が参加
農村青少年技術交換大会

　

第2回大野、勝山両市の農村青少年

技術交換大会は、6月15日から2日間

尚徳中学校で約100名が参加して開か

れました。

　

この大会のねらいは、両市の青少年

男女が一堂に集まり、団体生活を通じ

て親ぼくを図るとともに、農業技術の

交換を行ない、地区の連絡提携を保ち

ながら地域農村の発展に尽そうという

ものです。

風見鶏

？
昭
和
二
十
九
年
七
月

一
日
、
当
時
の
二
町
六

力
村
が
大
同
団
結
の
旗

印
の
下
に
合
併
し
て
、

当
大
野
市
が
コ
コ
の
声

を
あ
げ
て
か
ら
本
年
七
月
で
早
く
も
十
年
目

を
迎
え
る
。
？
当
時
の
大
野
市
長
職
務
執
行

者
は
斎
藤
重
雄
氏
で
、
同
年
八
月
4
日
大
野

市
長
選
挙
に
初
代
市
長
と
し
て
同
氏
が
選
ば

れ
た
。
？
同
九
月
第
八
回
若
越
大
会
開
催
。

？
同
年
十
二
月
一
日
付
で
現
池
田
助
役
、
現

松
田
収
入
役
が
就
任
さ
れ
て
共
に
三
選
、
現

職
に
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
八
月
市
長
選
挙

現
森
広
市
長
が
第
二
代
市
長
に
就
任
、
市
政

五
周
年
を
迎
え
て
い
よ
い
よ
躍
進
せ
ん
と
決

意
。
？
翌
三
十
四
年
八
月
台
風
六
号
は
三
億

五
千
万
円
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
九
月
第
十

五
号
台
風
は
更
に
追
い
打
ち
を
か
け
四
億
円

余
の
被
害
を
与
え
、
五
箇
、
阪
谷
地
区
は
孤

立
の
状
態
に
陥
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動

さ
え
み
だ
。
▼
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
十
五

日
待
望
の
越
美
線
開
通
。
翌
三
十
六
年
七
月

北
陸
は
じ
め
て
の
農
薬
空
中
散
布
。
？
同
年

八
月
十
九
日
北
美
濃
地
震
は
上
打
波
小
池
部

落
を
全
滅
。
被
害
総
額
二
十
億
円
を
越
え
た

？
九
月
十
五
日
夜
半
か
ら
第
二
室
戸
台
風
は

被
害
総
額
三
十
億
の
爪
あ
と
を
残
し
た
。
▼

翌
三
十
七
年
六
月
新
市
庁
舎
落
成
、
同
七
月

森
広
市
長
再
選
。
▼
翌
三
十
八
年
一
月
百
年

来
の
記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
気
象
庁
で

は
こ
れ
を
三
八
●
一
豪
雪
と
命
名
し
た
。
こ

れ
ら
の
災
害
に
も
め
げ
ず
、
市
内
各
小
中
学

校
の
改
築
、
道
路
、
橋
り
よ
う
建
設
、
都
市

計
画
、
農
業
振
興
等
に
市
民
当
局
一
致
し
て

こ
れ
に
あ
た
り
全
く
苦
節
十
年
を
味
わ
っ
た

と
思
う
。
▼
し
か
し
建
設
の
道
は
更
に
遠
く

続
い
て
い
る
。
十
年
を
回
顧
し
て
反
省
と
勇

気
を
望
む
や
切
で
あ
る
。
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